
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
切花を斜めに傾斜した状態で載置することができるように一定の角度に傾斜して設けられ
た傾斜棚部と、切花を種類毎等に分けて陳列できるように前記傾斜棚部を横方向の複数の
陳列区画に仕切る区画手段と、陳列される切花の基端側が浸かるように前記傾斜棚部の下
辺に沿って構成される水溜部とを少なくとも備えていることを特徴とする切花用陳列棚装
置。
【請求項２】
区画手段によって仕切られる陳列区画は、その区画数と区画幅を変更自在に構成している
ことを特徴とする請求項１に記載の切花用陳列棚装置。
【請求項３】
水溜部の水を循環させる水循環手段を備えていることを特徴とする請求項１又は２に記載
の切花用陳列棚装置。
【請求項４】
水循環手段は水を水溜部へ散水させる散水部を備えていることを特徴とする請求項３に記
載の切花用陳列棚装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は切花用陳列棚装置に関する。
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【０００２】
【従来の技術】
従来、花屋等においては、切花等は水を張ったバケツに種類毎等に入れられており、客か
らの購買の求めがあった時に、店員がそのバケツから目的の切花を取り出して販売に供し
ていた。
またマーケット等においては、例えば彼岸用の墓花等として、予め複数種類の花をコーデ
ィネイトされたものが、茎の基端側に補水材等を添える等してラップし、即販売に適した
花束としてワゴン等にて陳列販売している。
【０００３】
【発明が解決しようとする課題】
しかしながら、上記花屋等にてバケツに入れられた切花等は、顧客の目線の下方にある場
合が多く、切花をよく観察したり選んだりするのに顧客が屈む必要がある等、陳列方法と
して決して見易いものではなく、また選び易いものではなかった。
またバケツに入れられた切花の場合、顧客がバケツ等から目的の切花を抜き出そうとする
際に、他の切花等との絡み合いから花や葉を傷め易いという問題があった。即ち、バケツ
から目的の切花を抜き出す場合、バケツから目的の切花だけを上方へ、従って茎に対する
枝葉の付き方に反して抵抗の多い方向へ、抜き出す必要があるため、花や葉を傷め易かっ
た。
またバケツは地面等に平面的に置かれることから、スペースを取り易い。
またバケツに入れられた切花は、通常、顧客の目の高さより随分と下にあり、顧客が選ぶ
には適しておらず、更に切花を入れたバケツ等も不安定である等の問題があった。
従って従来は、切花の扱いは実際には店員が行うのが普通であった。
一方、上記マーケット等にて花束としてラップされた状態で売られているものは、既に切
花の種類の組み合わせが決まっており、顧客が組み合わせを自由に選ぶことができないも
のであった。またラップ状態の花束が売れ残った場合には、実質的には殆どそのまま廃棄
される運命にあった。
【０００４】
そこで本発明は上記従来における切花の陳列における欠点を解消し、顧客にとって観察し
易く、また顧客が自ら容易に手にとって１本１本選んだり、組み合わせの良否を容易に試
すことができる切花用陳列棚装置の提供を課題とする。
また目的の切花を取り出す際に、花や葉に傷等が生じ難い切花用陳列棚装置の提供を課題
とする。
また陳列しながらも切花の寿命を永く保つことができる切花用陳列棚装置の提供を課題と
する。
【０００５】
【課題を解決するための手段】
上記課題を解決する本発明の切花用陳列棚装置は、切花を斜めに傾斜した状態で載置する
ことができるように一定の角度に傾斜して設けられた傾斜棚部と、切花を種類毎等に分け
て陳列できるように前記傾斜棚部を横方向の複数の陳列区画に仕切る区画手段と、陳列さ
れる切花の基端側が浸かるように前記傾斜棚部の下辺に沿って構成される水溜部とを少な
くとも備えていることを第１の特徴としている。
また本発明の切花用陳列棚装置は、上記第１の特徴に加えて、区画手段によって仕切られ
る陳列区画は、その区画数と区画幅を変更自在に構成していることを第２の特徴としてい
る。
また本発明の切花用陳列棚装置は、上記第１又は第２の特徴に加えて、水溜部の水を循環
させる水循環手段を備えていることを第３の特徴としている。
また本発明の切花用陳列棚装置は、上記第３の特徴に加えて、水循環手段は水を水溜部へ
散水させる散水部を備えていることを第４の特徴としている。
【０００６】
【発明の実施の形態】
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以下、図面を参照しながら本発明の実施形態を更に説明する。
図１は本発明の実施形態に係る切花用陳列棚装置の全体を示す斜視図、図２は陳列棚本体
の斜視図、図３は陳列棚本体の仕切手段を示す斜視図、図４は陳列棚本体の部分拡大図で
ある。
【０００７】
先ず図１を参照して、切花用陳列棚装置は、陳列棚本体Ａと、該陳列棚本体Ａを載置する
載置台Ｂとからなる。
陳列棚本体Ａは載置台Ｂに対して傾斜状態に載置されることで、切花Ｆに対する傾斜した
陳列棚となる。
【０００８】
図２も参照して、前記陳列棚本体Ａは、それ自身は全体として容器状を呈し、容器の底部
を傾斜棚部１０として、切花Ｆを斜めに傾斜した状態で載置することができるようになさ
れている。また前壁２１、側壁２２、２３、背壁２４ををれぞれ囲繞壁として設け、その
前壁２１と両側壁２２、２３と前記傾斜棚部１０とによって、水溜部３０を構成している
。即ち水溜部３０は、傾斜棚部１０の傾斜下辺に沿って、該傾斜下辺に続く前記前壁２１
とその両側の両側壁２２、２２とで、陳列棚本体Ａの容器が傾斜されて配置されることに
より形成されている。
陳列棚本体Ａは、その傾斜棚部１０、周壁２１、２２、２３、２４、及び後述する区画基
板４１、区切板４２、散水パイプ５２に透明材を用いることで、全体を透明に構成してい
る。これによって顧客が切花Ｆを見易く、どの位置からもよく見えるようにしている。ま
た切花の清潔感、清楚感を演出するようにしている。
【０００９】
前記傾斜棚部１０は、横方向（通常において長手方向となる）に複数の陳列区画Ｓに仕切
られて構成されている。この陳列区画Ｓを仕切る区画手段は、本実施形態では区画基板４
１と区切板４２とから構成されている。図２に示す場合は、４枚の区画板４２により陳列
区画Ｓが５個構成されている。
図３も参照して、前記区画基板４１は傾斜棚部１０の上面に固定されて設けられる。区画
基板４１には、その上面に複数の嵌合溝４１ａが所定の間隔で設けられており、また区画
基板４１の下面には複数の水抜溝４１ｂが設けられている。そして前記区切板４２の複数
枚が前記区画基板４１の嵌合溝４１ａに嵌め込まれることで、前記傾斜棚部１０が横方向
に複数の陳列区画Ｓに区画されることになる。区切板４２を嵌め合わせる枚数によって、
陳列区画Ｓの区画数を自在に変更することができる。また区切板４２を嵌め込む嵌合溝４
１ａを変更することで、各陳列区画Ｓの区画幅を自在に変更することができる。
本実施形態では区画基板４１と区切板４２とを用いて区画手段を構成したが、傾斜棚部１
０を複数の陳列区画Ｓに仕切る構成にできるものであれば、区画手段の具体的構成は特に
限定されるものではない。
なお前記水抜溝４１ｂは、区画基板４１が傾斜棚部１０の上面に固定された際に、該区画
基板４１の上縁に生じる段差に水が溜まらないようにするためのものである。
【００１０】
前記水溜部３０の水は、循環手段を用いることで循環させるように構成することができる
。
図４も参照して、本実施形態では循環ポンプ５１を水溜部３０に配置し、水溜部３０に溜
まっている水を循環ポンプ５１で吸い込み、これを再び水溜部３０に沿って散水するよう
にしている。即ち、散水部として散水パイプ５２を水溜部３０の上方の前記両側壁２２、
２３間に配設し、この散水パイプ５２に循環ポンプ５１の吐出口５１ａを接続している。
そして前記散水パイプ５２には複数の注ぎ穴５３を水溜部３０の長手方向に沿って設けて
いる。循環ポンプ５１の吸込口５１ｂに吸い込まれた水溜部３０の水は散水パイプ５２の
各注ぎ穴５３から散水され、水溜部３０に循環し、再び循環ポンプ５１に吸い込まれる。
このように循環させることで、散水される際に空気等が水に混入され、切花Ｆの寿命を長
持ちさせることができる。また散水させることで切花Ｆの新鮮なイメージを顧客に訴えて
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、顧客の購買意欲を上げることができる。
勿論、前記循環ポンプ５１は必ずしも水溜部３０に配置する必要はない。要するに、水溜
部３０の水を循環させれば良いので、循環ポンプ５１は陳列棚本体Ａの外に配置して、水
溜部３０から陳列棚本体Ａへ抜いた水を循環ポンプ５１で散水パイプ５２に導入させるよ
うにしてもよい。
また水を循環させる際に空気を強制的に混入するようにしてもよい。また循環路の途中に
フィルター等を設けて塵等を除去するようにしてもよい。
また水に切花長持剤等を加えておくこともできる。
その他、水を散水させる散水部は必ずしも設ける必要はない。
【００１１】
前記載置台Ｂの役割の１つは、陳列棚本体Ａをある程度の高さに保持することで、顧客に
見易くすること、及び手に取り易くすることである。また他の役割は、陳列棚本体Ａを斜
めに傾斜して載置させることである。
載置台Ｂには、例えば地面から６５ｃｍ程度の高さ位置から斜め上方へ傾斜する傾斜載置
面６０を設けている。この傾斜載置面６０の傾斜角度は、例えば３０度付近とするが、２
５～４５度の範囲に構成することができる。本実施形態では、この傾斜角度を３０度付近
に固定としているが、傾斜角度の調整手段を設けるようにしてもよい。
傾斜載置面６０には前記陳列棚本体Ａを載置する際に、該陳列棚本体Ａを安定して支持乃
至保持するための保持具６１を設備している。この保持具６１の数、配置場所、種類等は
限定されない。要するに、陳列棚本体Ａを傾斜載置面６０上に安定して且つ確実に支持乃
至保持できるようにすればよい。
【００１２】
上記載置台Ｂには、鏡６２を設けることができる。この鏡６２の役割は、顧客から切花Ｆ
を見る際に死角が生じないようにするもので、載置された切花Ｆの先端側を顧客とは反対
の位置から写すように配備される。実際には、傾斜載置面６０の上端に、地面と垂直或い
は多少傾斜載置面６０側に倒した状態で、鏡６２を傾斜載置面６０の全長にわたって設け
る。
なお載置台Ｂには、前記のような構成の傾斜載置面６０と鏡６２とが陳列棚本体Ａに対す
る役割上設けられるが、それ以外の形状等の条件は特に限定されるものではない。また前
記傾斜載置面６０は、陳列棚本体Ａを傾斜載置するための役割を果たすものであり、陳列
棚本体Ａを傾斜載置できる構成であれば前記傾斜載置面６０は、その全体が面状になって
いる必要はない。
【００１３】
図１、図４に示すように、切花Ｆの陳列は、例えば切花の種類毎に分けて、各陳列区画Ｓ
の傾斜棚部３０上に、頭部（花部）を上にして置かれることにより行われる。これにより
切花Ｆは斜めに傾斜された状態で傾斜棚部３０上に陳列され、その茎の基端側が水溜部３
０に浸かった状態とされる。この状態で水溜部３０の水が循環され、散水が行われる。
顧客は陳列された切花Ｆの群を見ながら、選んだ切花Ｆを陳列区画Ｓから自ら取り出し、
１本、２本とコーディネイトして花束としていくことができる。また気に入らない場合は
元に戻すことができる。
【００１４】
上記のように切花Ｆの群は、顧客にとって手前側に茎の基端側が、また顧客から遠い方に
切花の頭側（花側）が配置される形で傾斜状態に置かれる。従って顧客が切花Ｆ群の中か
ら何れか１本の切花Ｆを選んで傾斜棚部３０から取り出そうとする場合、顧客の通常の動
作としては、目的の切花Ｆを顧客に近い方にある茎部を持って、図４の矢符Ｐに示すよう
に、そのまま切花Ｆ全体を上方に或いは斜め手前上方に持ち上げるようにして取り出す動
作となる。よって、このような切花Ｆの取り出し動作によれば、切花Ｆは相互に絡み合い
、縺れ合うことが少なく、傷が付き難い状態で取り出すことができるのである。
例えば切花Ｆが図４の矢符Ｑの方向に抜き出される場合には、茎から出た枝や葉が隣り合
う切花Ｆ同士で絡み合い、縺れ合い易くなり、相互に傷を付けたりすることが生じる。バ
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ケツに切花Ｆ群を入れていた従来の場合には、正にこのような状況による問題があったの
である。
【００１５】
前記傾斜棚部１０に陳列された切花Ｆは、その茎の基端側が水溜部３０に浸かった状態と
されるので、該水溜部３０から水を吸収することができ、長持ちさせることができる。ま
た水が循環することで水が腐るのを予防し、流動することで切花Ｆの水の吸収を助けるこ
とができる。また散水を行うことで水に空気を混入して水溜部３０の水を良好に保持する
ことができると共に、陳列棚を見た目にも切花用の陳列棚に相応しいものとすることがで
きる。
【００１６】
【発明の効果】
本発明は以上の構成よりなり、請求項１に記載の切花用陳列棚装置によれば、切花を斜め
に傾斜した状態で載置することができるように一定の角度に傾斜して設けられた傾斜棚部
と、切花を種類毎等に分けて陳列できるように前記傾斜棚部を横方向の複数の陳列区画に
仕切る区画手段と、陳列される切花の基端側が浸かるように前記傾斜棚部の下辺に沿って
構成される水溜部とを少なくとも備えているので、
顧客は傾斜棚部から陳列された切花を容易に観察することができ、また自ら１本１本手に
とって観察したり、他の選んだ切花との組み合せを試したりすることを容易に行うことが
できる。
しかも傾斜棚部に陳列された切花は、その取り出しが容易で、傷を付けたりすることなく
取り出すことが可能となった。
また陳列された切花は、その茎の基端部がそのまま水溜部に浸かっているので、陳列しな
がらも切花の寿命を永く保つことができる。
また請求項２に記載の切花用陳列棚装置によれば、上記請求項１に記載の構成による効果
に加えて、区画手段によって仕切られる陳列区画は、その区画数と区画幅を変更自在に構
成しているので、
切花の種類の数にあわせて陳列区画を増減して調整することができる。また各切花の種類
毎の量の多さに応じて区画幅を増減して調整することができる。
また請求項３に記載の切花用陳列棚装置によれば、請求項１又は２に記載の構成による効
果に加えて、水溜部の水を循環させる水循環手段を備えているので、水が腐るのを予防す
ることができると共に、水が流動することで切花の水の吸収を助けることができる。また
循環の途中にフィルター等を取り付けることで水を奇麗に保つことができる。
また請求項４に記載の切花用陳列棚装置によれば、請求項３に記載の構成による効果に加
えて、水循環手段は水を水溜部へ散水させる散水部を備えているので、
水に空気を混入させることで水溜部の水を良好に保持することができると共に、陳列棚を
見た目にも切花用の陳列棚として相応しいものとすることができる。また散水させること
で切花Ｆの新鮮なイメージを顧客に訴えて、顧客の購買意欲を上げることができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の実施形態に係る切花用陳列棚装置の全体を示す斜視図である。
【図２】陳列棚本体の斜視図である。
【図３】陳列棚本体の仕切手段を示す斜視図である。
【図４】陳列棚本体の部分拡大図である。
【符号の説明】
１０　傾斜棚部
２１　前壁
２２、２３　側壁
２４　背壁
３０　水溜部
４１　区画基板
４１ａ　嵌合溝
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４１ｂ　水抜溝
４２　区切板
５１　循環ポンプ
５１ａ　吐出口
５１ｂ　吸込口
５２　散水パイプ
５３　注ぎ穴
６０　傾斜載置面
６１　保持具
６２　鏡
Ａ　陳列棚本体
Ｂ　載置台
Ｆ　切花
Ｓ　陳列区画
Ｐ、Ｑ　矢符
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【 図 ３ 】
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【 図 ４ 】
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